
車に注意！車に注意！

❻創成川の吐口工❻創成川の吐口工

❶開拓使工業局跡❶開拓使工業局跡

胆振川の名残❹胆振川の名残❹ 創成橋❷創成橋❷

❸開拓使の本陣跡❸開拓使の本陣跡

❺二条市場❺二条市場

❻創成川の分水施設❻創成川の分水施設

❼街区にあわせてできた河道❼街区にあわせてできた河道水路の形を残す「千両小路」❽水路の形を残す「千両小路」❽

コイの越冬池❾コイの越冬池❾

水天宮裏の道⓫水天宮裏の道⓫

⓭豊平館⓭豊平館

❿❿
水天宮水天宮

⓬中島橋⓬中島橋

不老松⓮不老松⓮

鴨々川の吐口工⓯鴨々川の吐口工⓯

競馬場の仮橋跡（白鶴橋付近）⓰競馬場の仮橋跡（白鶴橋付近）⓰

　　　　⓱
ひっそりたたずむ祠
　　　　⓱
ひっそりたたずむ祠

⓯鴨々川の分水施設⓯鴨々川の分水施設

⓲創成川樋門⓲創成川樋門

創成川公園
アンダーパス連続化に伴って、

2011 年（平成 23 年）に完成

しました。
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中島公園
豊平川の分流のひとつである鴨々川の中州に

つくられた公園。

明治初期の鴨々川の「鴨々中島」にあった開

拓使の貯木場を池として、1887 年（明治 20 年）

に「中島遊園地」が造成。1907 年（明治 40 年）

から「中島公園」に改称。現在の菖蒲池は貯

木場の名残です。
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2019 年（令和元年）9月頃の基図を使用しています。2019 年（令和元年）9月頃の基図を使用しています。

旧河川の跡は今もまちなかに残っています。
土地の高低差に注目して観察してみましょう。
旧河川の跡は今もまちなかに残っています。
土地の高低差に注目して観察してみましょう。

の地形を　　 の方向から見てみようの地形を　　 の方向から見てみよう

旧河川跡は調査期間や時期の違いにより２通
り載せていますが、いずれも航空写真による
識別観察や地表に残されている溝状のかすか
な凹地を調査し、まとめた資料を基にしてい
ます。
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※マップ中の旧河川は 1800 年代初頭まで存在し、
　それ以降は豊平川に流れが切り替わったことに
　よって河川跡として地表に残されたものです。
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※胆振川については、裏面の「創成川 いまむかし」
　をご覧ください。
※胆振川については、裏面の「創成川 いまむかし」
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まちあるき上級者の視点まちあるき上級者の視点

明治時代の札幌市街には、幾筋もの川が流れ、
アイヌ語で「メム」と呼ばれる湧き水があち
らこちらで見られました。都市化に伴ってそ
のほとんどは姿を消しましたが、その痕跡は
今も土地の高低差（微地形）から読み取るこ
とができます。
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